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表  添付文書にジスキネジア等が記載されている主な薬剤 

 

ジスキネジア 舞踏病 ジストニア アカシジア 薬効分類 一般名 

    ○   鎮静剤 デクスメデトミジン 

○ ○     カルバマゼピン 

○ ○     フェニトイン，-ナトリウム 

○ ○     フェニトイン・フェノバルビタール 

○ ○     

抗てんかん剤 

フェニトイン・フェノバルビタール・安息香酸ナトリウムカフ

ェイン 

○       カベルゴリン 

○   ○   セレギリン 

○       タリペキソール 

○   ○   プラミペキソール 

○       ブロモクリプチン 

○   ○   ペルゴリド 

○       

パーキンソン病治療剤 

ロピニロール 

○   ○ ○ クロルプロマジン 

○   ○ ○ クロルプロマジン・プロメタジン 

○   ○ ○ チオリダジン 

○   ○ ○ トリフロペラジン 

○   ○ ○ フルフェナジン 

○   ○ ○ プロクロルペラジン 

○   ○ ○ プロペリシアジン 

○   ○ ○ ペルフェナジン 

○   ○ ○ 

抗精神病薬 

フェノチアジン系 

レボメプロマジン 
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○     ○ スピペロン 

○     ○ チミペロン 

○   ○ ○ ハロペリドール 

○   ○ ○ ブロムペリドール 

○     ○ フロロピパミド 

○     ○ 

ブチロフェノン系 

モペロン 

○   ○ ○ スルトプリド 

○     ○ スルピリド 

○     ○ チアプリド 

○   ○ ○ 

ベンザミド系 

ネモナプリド 

○   ○ ○ アリピプラゾール 

○   ○ ○ オランザピン 

○ ○ ○ ○ クエチアピン 

○   ○ ○ ペロスピロン 

○   ○ ○ 

非定型 

リスペリドン 

      ○ オキシペルチン 

○   ○ ○ カルピプラミン 

○   ○ ○ クロカプラミン 

○     ○ ゾテピン 

○     ○ ピモジド 

○   ○ ○ 

その他 

モサプラミン 

○     ○ アモキサピン 

      ○ イミプラミン 

      ○ 

三環系抗うつ剤 

クロミプラミン 

      ○ 四環系抗うつ剤 セチプチリン 

抗うつ薬 
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      ○ マプロチリン 

      ○ ミアンセリン 

      ○ セルトラリン 

      ○ ドスレピン 

      ○ パロキセチン 

      ○ フルボキサミン 

○     ○ 

その他の抗うつ剤 

ミルナシプラン 

○ ○     中枢神経興奮剤 メチルフェニデート 

  ○     躁病・躁状態治療剤 リチウム 

○   ○   その他の中枢神経系用薬 ドネペジル 

  ○     血圧降下剤 メチルドパ 

    ○   血管収縮剤 スマトリプタン 

○       インフリキシマブ 

○       
その他の消化器官用薬 

メトクロプラミド 

  ○     卵胞ホルモン及び黄体ホルモン剤 エストラジオール（フェミエスト；高用量のみ） 

○       その他の泌尿生殖器官及び肛門用薬 プロピベリン 

○       ホスカルネットナトリウム水和物 

○       
抗ウイルス剤 

ロピナビル・リトナビル 

      ○ その他の生物学的製剤 インターフェロンアルファ（ＢＡＬＬ-１） 
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参考１ 薬事法第７７条の４の２に基づく副作用報告件数（医薬品別）  
 

○注意事項   

１）薬事法第７７条の４の２の規定に基づき報告があったもののうち、報告の

多い推定原因医薬品（原則として上位１０位）を列記したもの。  
注）「件数」とは、報告された副作用の延べ数を集計したもの。例えば、1症例で肝障害及び肺障害  

が報告された場合には、肝障害1件・肺障害1件として集計。また、複数の報告があった場合などで

は、重複してカウントしている場合があることから、件数がそのまま症例数にあたらないことに留

意。  
２）薬事法に基づく副作用報告は、医薬品の副作用によるものと疑われる症例

を報告するものであるが、医薬品との因果関係が認められないものや情報不

足等により評価できないものも幅広く報告されている。  

３）報告件数の順位については、各医薬品の販売量が異なること、また使用法、

使用頻度、併用医薬品、原疾患、合併症等が症例により異なるため、単純に

比較できないことに留意すること。  

４）副作用名は、用語の統一のため、 ICH国際医薬用語集日本語版（MedDRA/
J）ver. 10.0に収載されている用語（Preferred Term：基本語）で表示して

いる。  

 
年度 副作用名 医薬品名 件数 

 

平成18年度 

ジスキネジー 
（ジスキネジア） 

アリピプラゾール 

塩酸モキシフロキサシン 

塩酸パロキセチン水和物 

塩酸エピナスチン 

塩酸アマンタジン 

レボドパ・塩酸ベンセラジド 

レボドパ・カルビドパ 

レボドパ 

タクロリムス水和物 

日本脳炎ワクチン 

ドロペリドール 

ニコチン 

ベタメタゾン・ｄ－マレイン酸クロルフェニ
ラミン 

ミダゾラム 

メチルドパ 

メトクロプラミド 

リン酸クリンダマイシン 

ゾテピン 

セファゾリンナトリウム 

スルピリド 

レボフロキサシン 

クラリスロマイシン 

オランザピン 

アシクロビル 

塩酸プロカテロール 

４
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
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塩酸プロピベリン 

アトルバスタチンカルシウム 

酒石酸ゾルピデム 

１
１
１

   

  
        合 計 ３９

塩酸バラシクロビル 

エンタカポン 

塩酸パロキセチン水和物 

塩酸ドネペジル 

カルバマゼピン 

塩酸チアプリド 

塩酸セルトラリン 

リスペリドン 

塩酸プラミペキソール水和物 

ゾニサミド 

タクロリムス水和物 

バクロフェン 

ファモチジン 

フェニトイン 

プルリフロキサシン 

ブロマゼパム 

ボグリボース 

マレイン酸プロクロルペラジン 

メシル酸ブロモクリプチン 

メトクロプラミド 

メルファラン 

スルピリド 

レボドパ・カルビドパ 

レボドパ・塩酸ベンセラジド 

レボフロキサシン 

ロサルタンカリウム 

ロサルタンカリウム・ヒドロクロロチアジド 

塩酸アマンタジン 

塩酸セフェピム 

ザナミビル水和物 

カルボプラチン 

イオパミドール 

アシクロビル 

イソフルラン 

５
５
３
３
３
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

 

 

平成19年度 

ジスキネジー 
（ジスキネジア） 

     合 計 ５１
 
 
※  医薬品の販売名、添付文書の内容等を知りたい時は、独立行政法人医薬品医療機器総合機構の医

薬品医療機器情報提供ホームページの、「添付文書情報」から検索することが出来ます。

（http://www.info.pmda.go.jp/） 

    また、薬の副作用により被害を受けた方への救済制度については、独立行政法人医薬

品医療機器総合機構のホームページの「健康被害救済制度」に掲載されています。（ht

tp://www.pmda.go.jp/index.html）  
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参考２ ICH 国際医薬用語集日本語版（MedDRA/J）ver.11.1 における主な関連用語一覧 
 
日米 EU 医薬品規制調和国際会議（ICH）において検討され、取りまとめられた「ICH 国際医薬

用語集（MedDRA）」は、医薬品規制等に使用される医学用語（副作用、効能・使用目的、医学的

状態等）についての標準化を図ることを目的としたものであり、平成１６年３月２５日付薬食安発

第 0325001 号・薬食審査発第 0325032 号厚生労働省医薬食品局安全対策課長・審査管理課長通知

「「ICH 国際医薬用語集日本語版（MedDRA/J）」の使用について」により、薬事法に基づく副作

用等報告において、その使用を推奨しているところである。 
MedDRA では、現在「Dyskinesia」に「ジスキネジー」の日本語を使用しているので、この表

現をもつ PT（基本語）とそれにリンクする LLT（下層語）を下記に示す。 
また、MedDRA でコーディングされたデータを検索するために開発された MedDRA 標準検索式

（SMQ）では、｢錐体外路症候群（SMQ）｣の下位のサブ SMQ として「ジスキネジー（SMQ」が

ある。これらを利用すれば、MedDRA でコーディングされたデータから包括的な症例検索が実施

することができる。 
 
 名称 英語名 

○PT：基本語（Preferred Term)  
ジスキネジー 

 
Dyskinesia 

○LLT：下層語（Lowest Level Term)  
ぴくぴくする動き 

 
Jerkiness 

ジスキネジー症候群 Dyskinetic syndrome 
ジスキネジー増悪 Dyskinesia aggravated 
異常運動 Movements abnormal 
異常不随意運動 Abnormal involuntary movements 
運動障害症候群 Syndrome dyskinetic 
急性ジスキネジー Acute dyskinesia 
筋不随意運動 Movements involuntary of muscle 
口の運動障害 Mouth movement impaired 
口顔面ジスキネジー Orofacial dyskinesia 
口周囲異常運動 Dyskinesia circumoral 
口唇部不随意運動 Involuntary movement oral 
口唇部不随意運動（口周囲） Involuntary movement oral (circumoral) 
口舌ジスキネジー Dyskinesia buccoglossal 
口部ジスキネジー Oral dyskinesia 
四肢不随意運動 Movements involuntary of limbs 
身体の不随意運動 Body movements involuntary 
頭顔頚部症候群 Head-face-neck syndrome 
不随意運動 Movements involuntary 
○PT：基本語（Preferred Term)  
遅発性ジスキネジー 

  
Tardive dyskinesia 

○LLT：下層語（Lowest Level Term)  
口唇を動かす運動 

 
Lip smacking 


